
ESD 第５学年国語科学習指導案 
 
 

指導者 河野 陽一 
 
 

１ 単元名 人間と動物の関係について考えよう ～椋鳩十が描いた世界～ 
 
 
２ 単元目標 
 
【知識・技能】 
 〇 作品の中の表現の工夫に気づき、椋鳩十の情景描写の魅力を味わうことができている。〔(1)-ク〕 
〇 叙述と叙述との関係付けの仕方、図などによる関係の表し方を理解して使うことができる。〔(2)-
イ〕 

〇 椋鳩十の様々な作品を読むことは、自分の見方・考え方を広げることに役立つことを理解してい
る。〔(3)-オ〕 

 
【思考力・判断力・表現力等】 
〇 大造じいさんとガンの相互関係や心情の変化などについて、人物の言動や情景描写を基に捉える
ことができる。〔Ｃ(1)-イ〕 

〇 大造じいさんとガンの人物像や物語の全体像を具体的に想像することができる。〔Ｃ(1)-エ〕 
〇 椋鳩十作品で読み取ったことを基に、自分の考えをまとめることができる。〔Ｃ(1)-オ〕 
〇 椋鳩十作品を読んでまとめた意見や感想を共有し、考えを広げることができる。〔Ｃ(1)-カ〕 

 
【学びに向かう力、人間性の涵養等】 
○ 表現や構成等に着目して椋鳩十が描いた作品世界をとらえることに粘り強く取り組み、課題解決
の見通しを立てるとともに、自ら学びを調整しながら自分の考えをまとめたり、友達と聴き合った
りしようとしている。 

 
 
３ 単元について 
 
（１）教材観 

本単元のねらいは、「椋鳩十の作品を読むことを通して、動物に対する人間の心情の変化を叙述に
そってとらえ、人間の考えを変えた動物の生き方について、自分の考えを広げたり深めたりすること」
である。「大造じいさんとガン」は、ガンの頭領「残雪」と狩人「大造じいさん」との間にくり広げ
られる生存のための厳しい闘争の中で、生きる美しさや命の尊さ、人間と動物の共生について心を動
かされている大造じいさんの人物像が生き生きと描かれている。文章構成は、「前書き」と「本文」
に分けられている。前書きからは、語り手である「わたし」が「大造じいさん」と出会うことで、そ
の人柄や語りの魅力にひかれていった様子が読み取れる。本文は４つの場面に分かれており、大造じ
いさんと残雪の闘争が起承転結の形で展開され、大造じいさんの残雪に対する考え方の変化をとらえ
ることができる。物語の転換や物語の山場で、情景描写とつなげて大造じいさんの心情を読み取り、
残雪をいまいましく思っていた大造じいさんの考え方を大きく変えた残雪の生き方をとらえること
ができる。文章表現においては、大造じいさんの思いが表れている情景描写、呼称の変化、色彩語、
比喩表現、文末表現などが優れている。椋鳩十の他の作品にも人間と動物の関係を描いた作品が数多
く見られ、「大造じいさんとガン」を読んだときと同じ視点で他の椋鳩十の作品を読み進めることは、
主体的に物語を読む児童を育てる上で価値高いと考える。 
 
 

（２）児童観 
本学級の児童は本を読むことが好きで、図鑑・実用書・歴史物・科学物・小説など、自分が選んだ

本を楽しく読んでいる姿が見られる。しかし、課外読書については自分から進んで読書活動を行う児
童とそうではない児童に二極化している。一学期単元「作家で広げるわたしたちの読書」では作家読
みを経験し、同一作家の作品（重松清の作品「カレーライス」「小学五年生」他)を重ね読んで作家の
魅力に迫る読み方を身に付けている。しかし、人物の言動や情景描写をもとに登場人物の相互関係や
作品の全体像をまとめたりする学習については十分ではない。また、作品を読んでまとめた考えを共
有し、自分の見方・考え方を広げたり深めたりする経験については十分ではない。 
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（３）方法観 
「学習目的の理解」の段階では、動物作家椋鳩十の紹介や椋鳩十の少年期のこと、執筆中の時代背

景から、「椋鳩十さんは、作品の中でどのような『生きる美しさ』を伝えているのだろう。」という学
習のめあてをとらえられるようにする。「構造と内容の把握」の段階では、題名読みをした後、全文
を通読してから生まれる疑問から読みのめあて「大造じいさんの残雪に対する考えの変化を読み取
り、残雪の生き方を考えよう。」をつくる。「精査・解釈」の段階では、大造じいさんのガンに対する
心情の変化を大造じいさんと残雪の相互関係の変化と大造じいさんの考えを変化させた残雪の生き
方について叙述にそって読んでいく。交流活動では、グループや全体で考えを聴き合い、自分の考え
を強化・付加・修正し、再構築できるようにする。「考えの形成」の段階では、椋鳩十の他作品を重
ね読むようにする。「大造じいさんとガン」と同じ視点で他の作品を読み進め、椋鳩十作品に描かれ
た「生きる美しさ」について考えをまとめるようにする。「共有」の段階では、「大造じいさんとガン」
と他の椋鳩十作品を読んでまとめた椋鳩十作品に描かれた「生きる美しさ」について交流する。交流
活動では、グループや全体で考えを聴き合い、自分の考えを強化・付加・修正し、再構築できるよう
にする。「自己評価」の段階では、学習プリントにアンケート項目や記述式を設け、どの児童も単元
全体の学びを比較活動からふり返りやすいようにする。 

 
 
（４）ＥＳＤとの関連 

 
・ この教材で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方）  
 
【多様性】椋鳩十が描いた作品世界には、時間と空間を超えて大切にすべき「関係」を軸にした生き

方や考え方がいろいろある。  
 
【相互性】人間と動物の「関係」は私たちの生活と密接な関係にあり、このことを無視して生き続け

ていけば様々な関係性に大きな負荷がかかる。  
 
【有限性】人間も動物も命が無限に存在するものではないことをふまえ、大量生産・大量消費による

命の粗末な扱いを問題視することが重要である。  
 
【公平性】人間が、自分だけの経済的な損得にばかり気をとらわれて生きていると、いつか様々な「関

係」が崩れ、相手からの恩恵を受けられなくなることを考えて生きていくべきである。  
 
【連携性】人間も動物も自然界の中でつながっており、互いの命が平等に扱われることが、良好な関

係を保ちながら共存していくことになる。  
 
【責任性】自然界で共存する人間と動物のことを「生きる美しさ」からとらえ直し、相手の存在に感

謝するとともに、相手を認めながら行動することが大切である。 
 
 
 
・ この学習を通して育てたいＥＳＤの資質・能力 
 
【批判的に考える力（クリティカル・シンキング）】 

作品の主題に迫るような読み方ができているか、生きる美しさを考えた行動ができているか、自
分の学び方や生き方を見つめ直すことができる。  

 
【多面的・総合的に考える力（システムズ・シンキング）】 

椋鳩十作品を「生きる美しさ」を軸に重ね読み、作品の類似点に着目することで、作品と作品を
つなげて椋鳩十作品の主題を複数の作品の叙述を根拠にして読み深めことができる。  

 
【コミュニケーション力】 

椋鳩十作品から読み取った自分の考えを「考えフリップ」という 形式でまとめ、聴くことに主
眼を置いた「聴き合い活動」を中心に交流することで、互いの考えを比べながら自分の考えを広げ
たり深めたりすることができる。 

 
【進んで参加する態度】 

椋鳩十の作品を進んで読書し、複数の作品の叙述を根拠にして作品の主題を考えたり、友達と考
えを進んで聴き合ったりして、自分の考えを深めたり広げたりしようとしている。  
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・ 本学習で変容を促すＥＳＤの価値観  
 
【世代間の公正を意識できる】 

椋鳩十の作品と当時のインタビューを重ね読み、「椋鳩十が描いた作品世界」と「椋鳩十が生き
た時代背景」をつなげて考えることは、「動物の習性にことよせて、生きる美しさ、意義を書こう
と思った。」という椋鳩十の考えをとらえることにつながる。 

 
【人権・文化を尊重する】 

椋鳩十の作品と当時のインタビューを重ね読み、「生きる美しさ」に視点として生き方・考え方
を読み取ることが、身近な平和だけでなく、世界平和の維持・実現に向けた生き方・考え方を育む
ことにつながる。 

 
【幸福感を大切にする】 

椋鳩十の作品に描かれた「生きる美しさ」を読み取ることが、自分の幸福だけでなく相手の幸福
も考え、身近な行動の変化をうながすことになり、「幸せを感じる心」を育むことにつながる。  

 
 
・ 達成感が期待されるＳＤＧｓ  
 
１０ 人や国の不平等をなくそう  

 
１１ 住み続けられるまちづくりを  

 
１４ 海の豊かさを守ろう  

 
１５ 陸の豊かさも守ろう  

 
 １６ 平和と公正をすべての人に 
 
 １７ パートナーシップで目標を達成しよう 
 
 
 
・ 単元の評価基準 
 

ア 知識及び技能 イ 思考力、判断力、表現力等 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 作品の中の情景描写や

呼応の変化などの表現に

気づき、椋鳩十独特の表

現の魅力を味わうことが

できている。 

 

② 様々な作品の中の叙述

と叙述との関係付けの仕

方、図などによる関係の

表し方を理解して使うこ

とができている。 

 

③ 椋鳩十の様々な作品を

読むことは、自分の見

方・考え方を広げること

に役立つことを理解して

いる。 

① 人物の言動や情景描写を

もとに登場人物の相互関係

をとらえることができてい

る。 

 

 

② テーマに沿って、椋鳩十の

複数の作品を比べ読み、思考

ツールを活用して自分の考

えをまとめることができて

いる。 

 

③ 人物像や物語の全体像を

想像したり、友達と考えを共

有したりすることで、自分の

見方・考え方を広げ深めるこ

とができている。 

① 椋鳩十が描いた作品世界をとら

えることに粘り強く取り組もうと

している。 

 

 

 

② 学習の見通しをもって、自ら学

びを調整しながら自分の考えをま

とめたり、友達と聴き合ったりし

ようとしている。 

 

 

③ 椋鳩十の時間と空間を超えた生

き方・考え方の価値に気づき、こ

れからの自分の行動につなごうと

している。 
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・ 単元構想図（国語科「人間と動物の関係を考えよう～椋鳩十が描いた世界～」） 
 

見
つ
め
る 

椋鳩十さんのインタビューを視聴して、椋
鳩十さんが描きたかったことを考えよう。 

人間と動物の関係から「生きる美しさ」について
考えるために、椋鳩十さんの様々な作品に出会った
り、出会いの作品「大造じいさんとガン」を読んだ
りしよう。 

児
童
の
思
考 

椋鳩十さんが生き
た時代には、戦争が
あっていて生きるこ
とは卑怯だと考えら
れていたなんて…。 

椋鳩十さんは、動物
の習性にことよせて、
作品を通して、生きる
美しさ、生きる意義を
伝えようとした。 

椋鳩十さんの様々な作
品の中には、人間と動物
の関係の中に同様な「生
きる美しさ」が描かれて
いるのだろう。 

題名にもなっている
「大造じいさんとガン」
は、どのような登場人物
で、互いはどのような関
係なのだろう。 

 

椋鳩十さんは、作品の中で、どのような「生きる美しさ」を描いているのだろう。 

 

調
べ
る 

椋鳩十さんの「大造じいさんとガン」を読み、人間と動物の関係について考えよう。 
【「大造じいさんとガン」の読みのめあて】 

大造じいさんの残雪に対する考えの変化を読み取り、残雪の生きる美しさを考えよう。 

児
童
の
思
考 

 大造じいさんとガ
ンは敵同士のような
関係とも言えるが、場
面が進むごとにライ
バル関係でもあり、友
達や家族のような関
係であると言える。ど
うして、場面を追うご
とに関係が変化して
いったのだろう。 

 場面を追うごとに
大造じいさんは、残雪
の行動に感心するよ
うになり、残雪をガン
の英雄と思うように
なっていった。二人の
関係の変化させたの
は、残雪の「生きる美
しさ」が関係している
と思う。 

残雪の「生きる美しさ」
は、命がけで仲間を守ろ
うとする行動力だと思
う。その姿に感動して、
大造じいさんは自分の生
き方や考え方を改めるこ
とになった。大造じいさ
んの残雪に対する考えの
変化は、椋さんから僕等
へのメッセージみたい。 

戦争中、日本と敵同士
の関係の国があったこ
とと、大造じいさんとガ
ンの関係はつながって
いて、敵だけど相手のよ
さに目を向けるために、
椋鳩十さんはライバル
関係に変化していくよ
うな物語の展開にした
のだと思う。 

    

深
め
る 

【重ね読みのめあて】 
複数の作品を重ね読み、椋鳩十さんが伝えたい「生きる美しさ」について考えを深めよう。 
【「大造じいさんとガン」と重ね読みする作品】 
「片耳の大シカ」「月の輪グマ」「金色の川」など 

児
童
の
思
考 

「片耳の大シカ」 
大シカが大将とし

て仲間を守る責任感
や、敵であるはずの人
間を自分たちの毛皮
で温めて助ける優し
さに「生きる美しさ」
を感じた。 

「月の輪グマ」 
母グマは滝つぼめ

がけて飛び込んで、親
として家族である子
グマを命がけて助け
る勇気に、「生きる美
しさ」が描かれている
と思った。 

「金色の川」 
狩人が近くにいるにも

関わらず、老いたカワウ
ソがいきなり子カワウソ
の首ねっこをくわえては
ねあがった家族の命を救
う家族愛に、「生きる美し
さ」があると考えた。 

「生きる美しさ」とは、
命をかけて仲間や家族
を助ける行動力だと思
いました。その行動力
に、人間は胸を打たれ、
自分の生き方や考え方
を改めようとしている
のだと思った。 

    

広
げ
る 

椋鳩十さんが伝えたい「生きる美しさ」をもとに、自分の生き方・考え方を捉え直そう。 

児
童
の
思
考 

動物たちが命をかけて仲間
や家族を助ける行動が素晴ら
しいと思った。また、人間が動
物の行動から心情を変化させ
るところも心に残った。これか
らの学習でも、登場人物の行動
に着目して読み、心情の変化を
読んでいきたい。 

椋鳩十さんが伝えたい「生き
る美しさ」を、動物の習性にこ
とよせて描いているところが
格好いいと思った。これから
は、国語の学習だけでなく、
様々な教科で「命」の大切さや
「関係」の大切さを見つけてい
きたい。 

平和の尊さについて考える
ことは大切さだと感じた。敵と
して見るのではなく、相手とし
て接することで、相手のよさが
見えてくるのではないかと思
った。これからの学習場面や生
活場面では、相手のよさに目を
向けていきたい。 
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４ 単元の指導計画（全９時間＋課外 本時８／９時） 

段

階 
主 な 学 習 活 動 と 内 容 支 援 と 手 立 て 

配

時 

 

学

習

目

的

の

理

解 

 

／ 

 

構

造

の

内

容

と

把

握 

 

／ 

 

 

精 

査 

・ 

解

釈 

 

 

／ 

 

考

え

の

形

成 

・ 

共

有 

 

／ 

自

己

評

価 

 
１ 単元名や単元計画をとらえ、動物作家である椋鳩十の
生い立ちや当時のインタビューなどから学習のめあて
をつくる。 

 ○ 人間と動物の関係について考えていくこと 
 ○ 椋鳩十さんは生きる美しさにこだわったこと 
 ○ 椋鳩十さんは動物の習性にことよせて書いたこと 
 【学習のめあて】 

椋鳩十さんは作品の中でどのような「生きる美し
さ」を描いているのだろう。 

 
２ 「大造じいさんとガン」を読む。 
（１）「大造じいさんとガン」を題名読みし、初読のめあ

てをつくる。 
 【初読のめあて】 

大造じいさんとガンはどのような関係なのだろう。 
 
 
（２）「大造じいさんとガン」の読みのめあてをつくる。 
  ○ 大造じいさんとガンの関係の変化を考えること 
  ○ 関係が変化した理由を考えること 
 【読みのめあて】 

大造じいさんの残雪に対する考えの変化を読み取
り、残雪の生き方を考えよう。 

 
（３）大造じいさんの考えの変化や残雪の生き方から、大

造じいさんと残雪の関係について考える。 
  ○ 視点に沿って場面ごとに関係をまとめること 
 
（４）作った考えをもとに聴き合い、大造じいさんと残雪

の関係や生きる美しさについて考える。 
 【大造じいさんと残雪の関係】 

  大造じいさんが残雪を認めたライバル関係 
【残雪の生きる美しさ】 

   命がけで仲間を守ろうとする行動力 
 
３ 他の椋鳩十作品を重ね読む。 
（１）「月の輪グマ」「片耳の大シカ」「金色の川」などを

重ね読み、自分の考えをまとめる。 
  ○ 最も「生きる美しさ」が表れていると思う作品を

ひとつ選び、自分の考えをまとめること 
 
（２）重ね読んで作った考えを聴き合い、生きる美しさを

もとに人間と動物の関係について考える。【本時】 
 
 
 
 
４ 単元全体をふり返る。 
○ 自己評価カードにそって学びをふり返ること 

 ○ 単元の学びとつないで、椋鳩十さんへの手紙の内容
を考えること 

 

 
※事前に自作の「椋鳩十童話集」
を配布し、並行読書を促していく。 
※生前の椋鳩十インタビュー動画
を視聴することで、椋鳩十が描き
たかったことを捉えやすくする。 
※単元名や単元計画に加え、動画
の感想を中心に、学習の見通しを
もてるようにする。 
 
 
※単元名とつなぐことで、題名読
みの際の疑問を焦点化する。 
※ガンついて、浮世絵や挿絵をも
とに、日本で昔から親しまれてい
る鳥であることと群れで行動する
鳥であることをおさえる。 
 
※初読でとらえた関係を短冊や一
覧表に表し、考えを比較しやすい
ようにする。 
※大造じいさんが再び銃を下ろし
たという行動に疑問を抱かせるこ
とで、物語の構造の把握につなぐ。 
 
※考えフリップのモデルや学びの
手引きを用意することで、自分の
考えをまとめられるようにする。 
 
※パネルディスカッション形式で
聴き合い活動を行うことで、提案
児童の考えが広がるようにする。 
※ 
 
 
 
 
※「動物の生きる美しさ」「人間の
心情の変化」「情景描写」が表れて
いるところにサイドラインを引い
た後、考えをまとめるようにする。 
 
※パネルディスカッション形式で
聴き合い活動を行う。 
 
 
 
 
 
※自己評価プリントを準備し、学
びをふり返りやすいようにする。 
※手紙のモデルを提示すること
で、どの児童も取り組みやすいよ
うにする。 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
① 
 
 
 
 
 
 
① 
 
 
 
 
 
 
② 
 
 
 
① 
 
 
 
 
 
 
２ 
① 
 
 
 
 
① 
 
 
 
 
 
 
１ 

 

・ 動物の勇気ある行動により、人間と動物の関係が対等になることを伝えたかった。 
・ 敵対関係ではなく、相手を認めて少しでも仲を深めていってほしいと伝えたかった。 
・ 戦争で誰も死んでほしくない、命を大切にしてほしいという思いが伝わってきた。 
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５ 本時 １１月３０日（木曜日） 帯タイム＆５校時 於：５年１組教室 
 
 
６ 本時目標 
 ○ 椋鳩十作品の中の表現の工夫に気づき、人間の考え方を変えた動物の生き方について叙述をもと

に味わうことができる。〔知識及び技能〕 
 ○ 人間と動物の相互関係や心情の変化について、重ね読みしてまとめた「生きる美しさ」を友達と

共有し、自分の考えを広げることができる。〔思考力、判断力、表現力等〕 
○ 人間の考え方を変えた動物の生き方をもとに粘り強く交流し、椋鳩十作品に描かれた「生きる美
しさ」について自分の考えをまとめる意欲を高めている。〔学びに向かう力、人間性等〕 

 
 
７ 本時指導の考え方 
 これまでに児童は、椋鳩十作品を意欲的に重ね読み、学習のめあて「椋鳩十さんは作品の中でどのよ
うな『生きる美しさ』を描いているのだろう。」の解決に向けて、「大造じいさんとガン」との共通点や
相違点を考えながら自分の考えを読み取り図にまとめている。読み取り図は、「生きる美しさ」「キャッ
チコピー」「情景描写」「人間の行動」「動物の行動」といった視点に沿ってまとめられている。 
そこで本時では、選んだ作品が異なる異質による聴き合い活動や３人の提案児童による全体での聴き

合い活動（パネルディスカッション）を行い、椋鳩十が作品の中で描いた「生きる美しさ」について読
みを広げたり、深めたりしていく。まず、グループで聴き合う。ここでは、自分とはちがう考えに出会
うことで、考えを付加したり修正したりする姿が見られるだろう。次に、提案児童の考えをもとに全体
での聴き合い、椋鳩十が作品の中で描いた「生きる美しさ」について、読みを広げ深められるようにし
ていきたい。さらに、「椋鳩十さんは、人間と動物のどちらの生き方が大切だと思っているのでしょう
か。」「人間と動物の関係はどのようになっていきましたか。」と問いかけ、学習のめあての解決に向か
わせたい。最後に、聴き合い活動を通して見つけた友達の考えやキーワードをもとに、椋鳩十が様々な
作品の中で描いた「生きる美しさ」について自分の考えをまとめる。この時、根拠となる作品や考え、
叙述をもとに自分の考えをまとめられることを期待している。 
 
【児童の考えフリップ（片耳の大シカ編）】 
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８ 本時の展開 

学 習 活 動 と 内 容 ※ 主な支援・手立て 

 
１ 前時学習をふり返り、本時学習のめあてをとらえる。 
 ○ 「大造じいさんとガン」「片耳の大シカ」「月の輪グマ」

「金色の川」などの椋鳩十の作品を重ね読み、椋鳩十が
様々な作品の中で描いた「生きる美しさ」について自分の
考えを作ってきたことをふり返ること 

 
 
 
 
 
 
２ 椋鳩十が描いた「生きる美しさ」について考えを深める。 
（１）グループで聴き合い活動を行う。 
  ○ 生きる美しさ、キャッチコピー、情景描写、人間の行

動、動物の行動などを視点に質問を考えること 
グループによる聴き合い活動における質問の例 

   ・どうして～と思ったのですか。 
   ・どこから～と思ったのですか。 
   ・～とはどういう意味ですか。 
   ・A と B のちがいは何ですか。 
   ・A と B はどのように（どうして）つながるのですか。 
   ・他に理由となる言葉や文はありますか。 
 
（２）全体で聴き合い活動（パネルディスカッション）を行う。 
  ○ 質問や意見を考えることに加え、「生きる美しさ」に

ついて考えること 
 
【人間と動物の関係を通して椋鳩十が描いた「生きる美しさ」】 

 
「大造じいさんとガン」 … 仲間を導く知恵 
              仲間を守る行動力 
 
「片 耳 の 大 シ カ」  … 仲間を守る責任感 
              敵味方関係なく助ける心 
 

 「月 の 輪 グ マ」 … 子熊の命を助ける勇気 
               子熊を思う母の愛 

 
「金 色 の 川」   … 子カワウソを救う思いの強さ 

家族の命を救う家族愛 
 
 
３ 本時学習をまとめる。 
 〇 様々な考えや根拠となる場面をもとにして「人間と動物

の関係」や「生きる美しさ」について自分の考えをまとめ
ること 

 キーワード 
  生きる美しさ、人間、動物、関係 
まとめの例 

  椋鳩十さんが伝えたかった「生きる美しさ」は、仲間や家
族のために自分の力を役立てることだと思います。椋鳩十さ
んは、人間と動物の関係を描いて、相手を認めることや命の
大切さを伝えたかったのだと思います。 

 

 
※ＩＣＴを活用して円滑に既習
の確認をしたり、単元文庫の椋鳩
十の本を紹介したりすることを
通して、椋鳩十が伝えたい「生き
る美しさ」について考えてきたこ
とをふり返られるようにする。 
 
 
 
 
 
※前時までにまとめた読み取り
図と質問のヒントを同時に提示
することで、聴き合い活動の構え
をつくるようする。 
※グループで聴き合い活動を行
うことで、考えを強化・付加・修
正しやすいようにする。 
※質問の視点や質問の仕方を提
示することで、自分の考えと比べ
やすいようにする。 
 
 
※スクリーンで提案児童の考え
の提示することで、考えを共有し
やすいようにする。 
 
※提案児童の読み取り図を事前
に配布しておくことで、質問を考
えやすいようにしておく。 
 
※提案児童の考えを構造的に板
書することで、考えの共通点を把
握しやすいようにする。 
 
※全体での聴き合い活動の終盤
から、椋鳩十が描いた「生きる美
しさ」や「人間と動物の関係」に
ついて考えを広げられるように、 
 
 
 
※考えをまとめる条件やキーワ
ードを提示することで、「生きる
美しさ」をまとめやすいようにす
る。 
 
※まとめ方を載せた学習ノート
の用意することで、ふり返りやす
くする。 
 

 

めあて 
 聴き合い活動をして、椋鳩十さんが描いた「生きる美しさ」
について自分の考えを深めよう。 
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９ 成果と課題（国語科の目標から） 
 
【知識・技能】 

  ・ 作品の中の表現の工夫に気づき、椋鳩十の情景描写の魅力を味わうことができている。 
・ 叙述と叙述との関係付けの仕方、図などによる関係の表し方を理解して使うことができる。 
・ 椋鳩十の様々な作品を読むことは、自分の見方・考え方を広げることに役立つことを理解して
いる。 

 
○ 椋鳩十の様々な作品を読むことを通して、情景描写を中心に椋鳩十独特の表現の魅力を味わ
うことができたとともに、自分の見方・考え方を広げることに役立つことを理解することがで
きた。 

○ 考えフリップにまとめることを通して、叙述と叙述の関係付けや図による関係の表し方を理
化して使うことができた。 

 
● 単元末に椋鳩十新聞の作成に取り組むなど、作品をより俯瞰的に読む機会を設けることで、
椋鳩十独特の表現の魅力により浸ることができたり、図による関係の表し方を工夫できるよう
になるのではないだろうか。 

 
 

 
【思考力・判断力・表現力等】 
・ 大造じいさんとガンの相互関係や心情の変化などについて、人物の言動や情景描写を基に捉え
ることができる。 

・ 大造じいさんとガンの人物像や物語の全体像を具体的に想像することができる。 
・ 椋鳩十作品で読み取ったことを基に、自分の考えをまとめることができる。 
・ 椋鳩十作品を読んでまとめた意見や感想を共有し、考えを広げることができる。 

 
○ 「生きる美しさ」を視点に椋鳩十の作品を人物の言動や情景描写をもとに重ね読むことは、
単元を通して螺旋的に自分の見方・考え方を深めていくことにつながった。 

○ 作品のクライマックス場面の叙述に立ち止まることで、物語の全体像を把握しながら想像を
広げて読むことができた。 

○ 学びの手引きやフリップモデルを活用することで、どの児童も考えフリップに自分の考えを
まとめることができた。 

○ 読んでまとめた意見や感想をペアや全体（一覧表・パネルディスカッション）で聴き合うこ
とに加え、学習プリントの自己評価欄を工夫することにより、自分の考えを強化・付加・修正
することができた。 

   
● 重ね読む際の視点や、重ね読む目的、重ね読む作品選び、読む作品数、読む期間、読みのま
とめ方（思考ツールの活用）などを再検討することで、児童が自ら学びを調整できるようにな
るだけでなく、読みの広がり方や深まり方にちがいが出てくるのではないだろうか。 

 
 
 
【学びに向かう力、人間性の涵養等】 
・ 表現や構成等に着目して椋鳩十が描いた作品世界をとらえることに粘り強く取り組み、課題解
決の見通しを立てるとともに、自ら学びを調整しながら自分の考えをまとめたり、友達と聴き合
ったりしようとしている。 

 
○ 単元導入時のオリエンテーションや教師作成の椋鳩十童話集の並行読書により、自ら学びを
調整しながら学習の見通しをもって自分の考えをまとめたり、友達と聴き合ったりしながら椋
鳩十が描いた作品世界をとらえることに粘り強く取り組むことができた。 

 
  ● 児童が並行読書の計画を立てることや一人一台端末を活用した読書環境を整えること、夏季

課題として椋鳩十読書を取り入れることなど、児童の主体的な学びを支援する方法はいくつも
あるのではないだろうか。 
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１０ 成果と課題（この教材で働かせるＥＳＤの視点と学習を通して育てたいＥＳＤの資質・能力から） 
 
・ この教材で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方）  
 
【多様性】椋鳩十が描いた作品世界には、時間と空間を超えて大切にすべき「関係」を軸にした生き

方や考え方がいろいろある。  
 
【相互性】人間と動物の「関係」は私たちの生活と密接な関係にあり、このことを無視して生き続け

ていけば様々な関係性に大きな負荷がかかる。  
 
【有限性】人間も動物も命が無限に存在するものではないことをふまえ、大量生産・大量消費による

命の粗末な扱いを問題視することが重要である。  
 
【公平性】人間が、自分だけの経済的な損得にばかり気をとらわれて生きていると、いつか様々な「関

係」が崩れ、相手からの恩恵を受けられなくなることを考えて生きていくべきである。  
 
【連携性】人間も動物も自然界の中でつながっており、互いの命が平等に扱われることが、良好な関

係を保ちながら共存していくことになる。  
 
【責任性】自然界で共存する人間と動物のことを「生きる美しさ」からとらえ直し、相手の存在に感

謝するとともに、相手を認めながら行動することが大切である。 
 
 
○ 椋鳩十が描いた「生きる美しさ」を考えるために、複数の椋鳩十作品を重ね読むことは、椋鳩
十の描いた世界を読み広げ、その主題を読み深めていく上で大変価値高く、ＥＳＤの視点（見方・
考え方）【多様性】【連携性】【責任性】を働かせることにつながった。 

 

● この教材で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方）の【相互性】【有限性】【公平性】について
は、児童のとらえが不十分であったことをふまえると、国語科と他教科をつなぐカリキュラム・
マネジメントを試みる実践や年間を通した「関係」をテーマに学びを深めていく実践が望まれる。 
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・ この学習を通して育てたいＥＳＤの資質・能力 
 
【批判的に考える力（クリティカル・シンキング）】 

作品の主題に迫るような読み方ができているか、生きる美しさを考えた行動ができているか、自
分の学び方や生き方を見つめ直すことができるている。  

 
【多面的・総合的に考える力（システムズ・シンキング）】 

椋鳩十作品を「生きる美しさ」を軸に重ね読み、作品の類似点に着目することで、作品と作品を
つなげて椋鳩十作品の主題を複数の作品の叙述を根拠にして読み深めことができる。  

 
【コミュニケーション力】 

椋鳩十作品から読み取った自分の考えを「考えフリップ」という 形式でまとめ、聴くことに主
眼を置いた「聴き合い活動」を中心に交流することで、互いの考えを比べながら自分の考えを広げ
たり深めたりすることができる。 

 
【進んで参加する態度】 

椋鳩十の作品を進んで読書し、複数の作品の叙述を根拠にして作品の主題を考えたり、友達と考
えを進んで聴き合ったりして、自分の考えを深めたり広げたりしようとしている。  

 
 

〇 重ね読んでつくった自分の考えをフリップに整理することは、どの児童も取り組みやすく、よ
り深い思考を働かせることができたと言える。また、フリップにまとめる視点が明確であること
が聴き合い活動の活性化を促し、友達の考えに対して質問や確かめを行うだけでなく、自分の意
見を付け加えていくことができるため、考えに深まりや広がりが見られた。このことは、学習を
通して育てたいＥＳＤの資質・能力【コミュニケーション力】【多面的・総合的に考える力（シ
ステムズ・シンキング）】【進んで参加する態度】を育むことにつながったと考える。 

   

● 【批判的に考える力（クリティカル・シンキング）】における作品の主題に迫るような読み方
については概ね達成できていたと言えるが、「生きる美しさを考えた行動ができているか」の見
取りについては十分ではない。椋鳩十作品から読み取った考え方や生き方を自分の行動につなげ
られたかどうかを見取っていくには、継続的なふり返りや他の教育活動との連携が欠かせない。 
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・ 本学習で変容を促すＥＳＤの価値観  
 
【世代間の公正を意識できる】 

椋鳩十の作品と当時のインタビューを重ね読み、「椋鳩十が描いた作品世界」と「椋鳩十が生き
た時代背景」をつなげて考えることは、「動物の習性にことよせて、生きる美しさ、意義を書こう
と思った。」という椋鳩十の考えをとらえることにつながる。 

 
○ 「椋鳩十が描いた作品世界」と「椋鳩十が生きた時代背景」をつなげて考えるために、複数の
椋鳩十作品を重ね読むことは、本単元名にある「人間と動物に関係について考えよう」のねらい
のひとつでもある作品が時間と空間を超えることにつながり、世代間の公正を意識できることに
もつながった。 

 
 さらに、 
 
● 他教科や教科以外の様々な教育活動とつないだ実践や SDGs とつないだ実践を試みることが、
世代間の公正だけでなく、世代内の公正にもつながるのではないだろうか。 

 
 
【人権・文化を尊重する】 

椋鳩十の作品と当時のインタビューを重ね読み、「生きる美しさ」に視点として生き方・考え方
を読み取ることが、身近な平和だけでなく、世界平和の維持・実現に向けた生き方・考え方を育む
ことにつながる。 

 
○ 単元の導入で、生前の椋鳩十のインタビュー動画を視聴し、「自由放浪の山の民を描いた作
品が発売禁止になったこと」、「戦時中の思想統制により『自由に生きる』姿は描けなかったこ
と」、「動物の習性にことよせて、生きる美しさ、意義を書こうと思ったこと」、「命の尊さを伝
えたかったこと」などをとらえていたことが、世界平和の維持・実現に向けた生き方・考え方
を育むことにつながった。 

 
さらに、 
 
● 平和学習とつないだり、ウクライナやイスラエルの問題とつないだりすることで、作品が時
間と空間を超えたものになるはずである。様々な教育活動とつないで学びを広げたり深めたり
していくためにも、さらなるカリキュラム・マネジメントの工夫が求められる。 

 
 
【幸福感を大切にする】 

椋鳩十の作品に描かれた「生きる美しさ」を読み取ることが、自分の幸福だけでなく相手の幸福
も考え、身近な行動の変化をうながすことになり、「幸せを感じる心」を育むことにつながる。  

 
〇 椋鳩十作品の主題につながる「生きる美しさ」を読み取ることは十分にできた。 

 
 しかし、 
 
● 「自分の幸福だけでなく相手の幸福を考え、身近な行動の変化をうながすこと」については十
分ではなかったことから、日常における学習・生活・当番活動・係活動・委員会活動などにおい
て、相手意識を大切にしながら人とのつながりの中で小さな幸せを感じられる心を育んでいく教
育活動を仕組んでいくことが求められる。 



６年生修了時に目指す姿 
椋鳩十作品から読み広げたり深めたりした「生きる美しさ」や「自他の幸福を大切に

する」という椋鳩十の生き方・考え方を土台に、様々な教育活動の中で身近な行動の変
化を相手との「関係」から意識することで、「幸せを感じる心」を育むことができる。       

  

１年生 
国語「ずうっとずっと大すきだよ」 
 主人公のぼくとエルフとの
関係を読むことを通して、自
分にとって大切な存在は人間
だけではなく、身近な存在で
ある動物にもあてはまること
に気づく。 

２年生 
国語「スイミー」 
スイミーが海の生き物に出

会って元気をとりもどしてい
く場面を読むことを通して、
レオ・レオ二が描いた「多様
性を認める互いの関係性」が
大切であることに気づく。 

３年生 
国語「ちいちゃんのかげおくり」 
 戦争中も最後まで懸命に家
族と共に生きようとしたちい
ちゃんについて読み進めるこ
とを通して、あまんきみこが
描いた戦争と平和について自
分なりの考えをもつ。 

４年生 
国語「ごんぎつね」 
 ごんと兵十のような立場の
ちがうもの同士が分かり合う
ことの難しさについて読むこ
とを通して、新美南吉が描い
た「悲哀の中にある愛のスト
ーリー」について読み深める。 

６年生 
国語「やまなし」 
 自然界の命の循環の中に
「かわせみの生き方」と「や
まなしの生き方」があること
をとらえ、宮沢賢治が描いた
人間と自然界との関係につい
て自分の考えを広げ深める。 

       

国語「人間と動物の関係を考えよう～椋鳩十が描いた世界～」 
【主に育てたいＥＳＤの資質・能力】                         
【批判的に考える力（クリティカル・シンキング）】 
作品の主題に迫るような読み方ができているか、生きる美しさを考えた行動ができて

いるか、自分の学び方や生き方を見つめ直すことができている。  
【多面的・総合的に考える力（システムズ・シンキング）】 
椋鳩十作品を「生きる美しさ」を軸に重ね読み、作品の類似点に着目することで、作

品と作品をつなげて椋鳩十作品の主題を複数の作品の叙述を根拠にして読み深めことが
できる。  
【コミュニケーション力】 
椋鳩十作品から読み取った自分の考えを「考えフリップ」という 形式でまとめ、聴く

ことに主眼を置いた「聴き合い活動」を中心に交流することで、互いの考えを比べなが
ら自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 
【進んで参加する態度】 
椋鳩十作品を進んで読書し、複数の作品の叙述を根拠にして主題を考えたり、友達と

考えを進んで聴き合ったりして、自分の考えを深めたり広げたりしようとしている。 

【主に育てたいＥＳＤの価値観】                           
【世代間の公正を意識できる】 
椋鳩十の作品と当時のインタビューを重ね読み、「椋鳩十が描い

た作品世界」と「椋鳩十が生きた時代背景」をつなげて考えるこ
とは、「動物の習性にことよせて、生きる美しさ、意義を書こうと
思った。」という椋鳩十の考えをとらえることにつながる。 
【人権・文化を尊重する】 
椋鳩十の作品と当時のインタビューを重ね読み、「生きる美し

さ」に視点として生き方・考え方を読み取ることが、身近な平和
だけでなく、世界平和の維持・実現に向けた生き方・考え方を育
むことにつながる。 
【幸福感を大切にする】 
椋鳩十の作品に描かれた「生きる美しさ」を読み取ることが、

自分の幸福だけでなく相手の幸福も考え、身近な行動の変化をう
ながすことになり、「幸せを感じる心」を育むことにつながる。  

       

当番活動 
一人一役の当番や

給食当番の仕事に責
任をもって取り組む
ことが、集団との関
係を築く上で大切な
ことに気づく。 

係活動 
 よりよい学級を築
くために、自主的・
主体的に行動するこ
とが、クラスメイト
との関係を良好にす
ることに気づく。 

クラブ活動 
 所属するクラブ
で、年下と年上の間
の立場にあることを
意識し、どちらとの
関係でも折り合いを
心がけて行動する。 

委員会活動 
 所属の委員会で、 
Think Globally， 

Act Locally． 
の見方・考え方をも
ち、相手意識のある
行動をする。 

平和学習 
 福岡大空襲や沖縄
戦、8.6、8.9 につ
いて学ぶことを通し
て、戦争の悲惨さや
平和の尊さについて
考えを広げ深める。 

読み聞かせ 
「せかいでいちばんつよい国」
デヴィット・マッキー 
 強いという見方・
考え方について自分
の見方・考え方を捉
え直す。 

行事（自然教室） 
 非日常的な体験を
学級や学年の仲間と
共に経験することを
通して、自他を思い
やる関係構築の重要
性を味わう。 

 


